
子どもの保健に特化したパレスチナの NGO「人間の大地

（Ard El Insan）」スタッフたち。  

保健師である彼女たちの仕事は、地域の女性たちに子ども

の健康についての知識とスキルを広めることだ。そのため

に 30 人の女性ボランティアたちをトレーニングし、「子ど

もの保健・発達アドバイザー」へと育て上げている。そし

て、ボランティアたちが地域の子どもたちや家庭に気を配

り、必要なケアを届けていく。彼女自身も、ボランティア

たちと一緒に家々を訪ね、子どもや女性、家族の様子を見

てまわる日々だ。 ※「人間の大地」ＪＶＣの現地パートナー団体 

実施団体：NPO 法人 日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ) 

支援事業：『子どもたちの栄養失調を予防するための地域活動支援』 
2017 年度から活動地域を中部のデル・アル・バラフにある、 
「マガジ難民キャンプとブレイジ難民キャンプ」に移し活動を行っています

スタッフ ハイファさんから 

日本の皆さんへのメッセージ 

 ガザの人たちはみんな、日本が好き

です。日本はここでは尊敬されている

国で、日本から来る人たちも優しい。

私たちが困難な時に、支えてくれる

方々だと思っています。 

 皆さんがいつも、良い状況のなかで

暮らしていますように。いつもありが

とう。あなたたちの支援が、ここで誰

かの人生を変えています。 

海外からの支援は、境界から近く戦争で多

くが破壊さている北部や南部に集中し、ガ

ザ中部は上下水道等のインフラや保健支援

を含め、援助が入りにくい場所だといわれ

ています。 

そのせいもあってか、パートナー団体 AEI

の調査で分かったこととして、中部の栄養

失調は他の地域よりも高いというデータが

出たため、活動を始めました

『『ＷＷＥＥシショョッッププででのの買買物物ががガガザザのの子子どどももたたちちのの希希望望ににつつななががるる』』  

１１００月月１１７７日日((水水))のの売売上上全全額額をを支支援援金金ととししまますす  (フェアトレード・リメイク品を除く)

  



パレスチナ  ガザ                                                          

緊急支援 ガザへの医療支援                   天井 

支援金額 100,000 円 

実施団体 日本国際ボランティアセンター(JVC) 

イスラエル建国によりパレスチナの人々が故郷を追われた「ナクバ（＝大惨事）」 

から 70 年目になる今年、ガザでは 3月 30 日の「土地の日」から難民の帰還を 

求めるデモが毎週金曜日を中心に続けられています。 

それに対し、イスラエル軍は実弾を含む武力による徹底的な鎮圧を行い、 

これまでに 170 人以上の命が奪われ、負傷者は 1万 8千人以上に上っています。(2018 年 8 月 17 日現在) 

ガザでは医薬品も設備も追いつかない状態です。デモでの負傷者に適切な処置を施すことができず、脚の切断を余儀な

くされるケースも後を絶ちません。また、増え続けるデモの負傷者への対応により、医療現場はパンク状態で、通常の

医療も圧迫されています。 

JVC は現地の医療体制を支えるため、ガザの病院に必要な医薬品や医療器具を届けるべく、7月より人道支援を開始しま

した。 

病院も「未曾有の資金不足」と訴えています。支援金は医薬品や医療器具の購入資金として現地の病院に届けられます。

WE21 相模原は、この状況を乗り越えるための支援を決定しました。       写真・資料提供 JVC 

日本 愛媛県西予市                             

緊急支援 西日本豪雨支援  

支援金額 100,000 円 (店頭募金 20,688 円を含む) 

実施団体 シャンティ国際ボランティア会(SVA) 

SVA が行う「西日本豪雨支援活動」から 

① 路上カフェ(在宅避難者の状況把握とボランティア活

動者の支援) 

② 避難所サロン運営(避難所での心のケア) 

③ 読み聞かせグループ活動支援(子どもと高齢者のケア) 

に支援いたしました。 

        店頭募金のご協力有難うございました。

ミャンマー                                   

難民キャンプの子どもたちに絵本をおくる 

支援金  25,000 円 (絵本 10 冊) 

実施団体 シャンティ国際ボランティア会(SVA)

 

 

 

 

135 の少数民族がいるミャンマーの現状を、教育の視点

から学んだ後、ワークショップを行いました。 

日本の絵本に現地語(今回はカレン語とビルマ語)のシ

ールを貼り、難民キャンプ等にいるミャンマーの子ども

たちに絵本を届けるものです。支援を身近に感じてもら

うワークショップとなりました。      

SVA が行っている「絵本をおくる運動」より 

絵本は、子どもたちに「たくさんの物語」 

「言葉を知る喜び」 「知らない世界」 

を教えてくれます。


